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§１．研究開発成果の概要 

 

１．（本研究開発の目的） 

本研究は、ダイズを対象に、作物と微生物群の集合体「ホロビオント」を改良する育種法の確立

を目指している。屋内根箱試験と屋外混作試験を通じてホロビオントのマルチオミクスデータを収

集し、作物と微生物の相互作用やホロビオントの炭素蓄積能への影響をモデル化する。最終的に

は、ゲノム編集やゲノミック選抜を用いた適地適作のシステムを構築することを目指している。 

 

２．（今年度実施内容・成果） 

(1) 非線形混合モデリングを用いて、生長パターンの遺伝的変異や環境影響を推定する解析手

法を構築した。これはEMアルゴリズムの確率的近似法を使用し、異なる品種・系統の干ばつ条件

下での生長パターンを精度良く評価できる。 

(2) ホロビオントのマルチオミクスモデリングのプロトタイプモデルを開発した。ホスト植物のゲノム、

根圏微生物叢のメタゲノム、根圏メタボロームデータをもとに、ホスト植物のバイオマスを予測する

モデルを構築し、ランダムフォレストを用いた場合に予測精度が向上することが明らかとなった。 

(3) メタゲノム解析のライブラリー作成の自動化を進めた。土壌/根圏サンプルからDNAを抽出し、

自動化装置に適用するプロトコールを完成させた。 

(4) 根箱試験および混作試験でのメタゲノム、メタボロームデータの取得の準備を進めた。なお、

栽培試験の遅れがあったため、主に実験システムの設計やサンプリング手順の整備を行った。 

(5) 夏作のイネ科作物（ソルガム、パールミレット）とマメ科作物（ダイズ、ササゲ）の混作栽培を高出

力のグロースチェンバーで行った。その結果、初期成長が早い種と混作した場合、初期成育時に

影ができることにより、混作の相手種の成育を著しく阻害することが明らかになった。この知見は圃

場における混作試験において有効に活用できる。 
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